
二

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
船
舶
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
期
間
継
続
し

て
検
査
機
関
が
適
当
と
認
め
る
救
命
設
備
を
当
該
現
存
船
に
備
え
付
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
救
命

設
備
を
引
き
続
き
当
該
現
存
船
に
備
え
付
け
る
場
合

二

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
船
舶
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
期
間
継
続
し
て
検
査
機

関
が
適
当
と
認
め
る
救
命
設
備
を
当
該
現
存
船
に
備
え
付
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
救
命
設
備
を
引

き
続
き
当
該
現
存
船
に
備
え
付
け
る
場
合

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
船
舶

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
当
該
遊
漁
船
に
つ
い
て
令
和
八
年
十
月
一
日

以
後
最
初
に
行
わ
れ
る
定
期
検
査
が
開
始
さ
れ
る
日
ま
で
の
間

（
新
設
）

３

新
小
型
船
舶
安
全
規
則
第
五
十
八
条
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
五
十
八
条
の
三
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
船
舶
（
令
和
七
年
四
月
一
日
（
同
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
船
舶
に
あ
っ
て

は
令
和
八
年
四
月
一
日
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
船
舶
に
あ
っ
て
は
令
和
八
年
十
月
一
日
）
以
後
に
主
要
な
変

更
又
は
改
造
を
行
っ
た
船
舶
に
限
る
。）に
つ
い
て
は
、検
査
機
関
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

新
小
型
船
舶
安
全
規
則
第
五
十
八
条
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
五
十
八
条
の
三
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
船
舶
（
遊
漁
船
を
除
き
、
令
和
七
年
四
月
一
日
（
同
号
ロ
に

掲
げ
る
船
舶
に
あ
っ
て
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
）
以
後
に
主
要
な
変
更
又
は
改
造
を
行
っ
た
船
舶
に
限
る
。）

に
つ
い
て
は
、
検
査
機
関
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

道
路
法
施
行
規
則
及
び
特
定
車
両
停
留
施
設
の
構
造
及
び
設
備
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

道
路
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改

正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
特
定
車
両
の
種
類
）

（
特
定
車
両
の
種
類
）

第
一
条

道
路
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
車
両

は
、
次
に
掲
げ
る
車
両
と
す
る
。

第
一
条

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定

す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
車
両
は
、
次
に
掲
げ
る
車
両
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

道
路
運
送
法
に
よ
る
特
定
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
自
動
車

（
新
設
）

五

道
路
運
送
法
第
二
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
行
う
運
送
の
用
に
供
す
る
自
動
車

（
新
設
）

六

道
路
運
送
法
に
よ
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
用
に
供
す
る
自
動
車

（
新
設
）

七

道
路
運
送
法
第
七
十
八
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
行
う
運
送
の
用
に
供
す
る
自
動
車

（
新
設
）

八

（
略
）

四

（
略
）

九

第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
旅
客
の
運
送
の
用
に
供
す
る
自
動
車
で
あ
つ
て
、
当

該
旅
客
の
乗
降
に
よ
る
道
路
に
お
け
る
交
通
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
停
留
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
も
の

（
新
設
）

（
車
両
の
種
類
の
指
定
）

（
車
両
の
種
類
の
指
定
）

第
四
条
の
十
七

（
略
）

第
四
条
の
十
七

（
略
）

２

前
項
の
指
定
は
、
当
該
特
定
車
両
停
留
施
設
の
構
造
に
応
じ
、
車
両
の
幅
、
重
量
、
高
さ
又
は
長
さ
そ
の
他

の
車
両
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
限
定
を
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
三
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
二
条
第
二
項
第
八
号
、
第
四
十
八
条
の
三
十
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
三
十
一
及
び
第
四
十
八
条
の
三
十
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
道
路
法
施
行
規

則
及
び
特
定
車
両
停
留
施
設
の
構
造
及
び
設
備
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
四
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之




		2026-03-31T16:14:52+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



